
ELプレートは、選択成分、栄養、冷水可溶性ゲル化剤を含む出来あがり培地です。プレートに含まれる指示薬で

コロニーの識別を容易にします。ペトリフィルムTMELプレートは環境中のリステリア菌の測定に使用します。   

ペトリフィルムTMELプレートはリステリア菌（Listeria monocytogenes, Listeria innocua, Listeria welshimeri）を

検出します。リステリア菌の各種を区別して検出することはできません。  

 

環境中の多くの菌は環境状況下や消毒剤でストレスを受けています。緩衝ペプトン水は菌を回復させる培地と

してペトリフィルムTMELプレートと共に使用します。それらは、あらかじめお客様がご用意いただくか、滅菌済みの

製品をご購入下さい。  

緩衝ペプトン水で菌を回復させる事は増菌とは異なります。 

定性試験：リステリア菌陽性  
 
概算試験：貴社の判断基準に従って、レベルを記録します。 
 
定量試験：リステリア菌のコロニー数＝11CFU  
 
背景の色は検体の採取方法や、緩衝ペプトン水のメーカーの違いに
左右されます。  
赤紫色のコロニーをカウントしてください。  
また、写真⑥には残渣も入っています。 

定性試験：リステリア菌陽性  
 
概算試験：貴社の判断基準に従って、レベルを記録します。 
 
定量試験：TNTC（測定不能多数）約104CFU  
 
写真⑤は、測定不能多数のプレートです。プレート上にたくさんのコロ
ニー見える場合や、全体が褐色がかったピンク色に変色する場合も
あります。  
 

定性試験：リステリア菌陽性  
 
概算試験：貴社の判断基準に従って、レベルを記録します。 
 
定量試験：推定で 600 CFU  
 
写真④の場合は２つ以上の升目のコロニー数を平均し４２倍すること
で、推定コロニー数を計算します。 
ＥＬプレートの接種面積は４２cm2です。  
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古紙含有率100％の再生紙を使用しています。 MIC-083-B(100503)TY          5093060T

〈3M〉〈スリーエム〉〈Petrifilm〉〈ペトリフィルム〉は、3M社の商標です。 

市内通話料金でご利用いただけます。 
受付時間 ９：００～１７：００ （土・日・祝日・年末年始は除く） 

カスタマーコールセンター ホームページ 
製品についてのお問合せはナビダイヤルで 

0570-011-321
http://www.mmm.co.jp/hc/microbiology.html

解説書 

定性試験：色の濃淡にかかわらず赤紫色のコロニーが検出されたか（陽性）、検出されなかったか（陰性）

で結果を判定します。  

 

概算試験：色の濃淡にかかわらず、現れた赤紫色のコロニーが相対的に多数・中程度・少数、として結

果を判定します。多数・中程度・少数という判定は、サンプルの場所や個々の工場の基準で

判断します。  

 

定量試験：色の濃淡にかかわらず全ての赤紫色のコロニーを数えてください。フォームダム上には選択

物質が無いため、フォームダム上に成育したコロニーは測定しないで下さい。 

TM

ELプレートは定性試験、概算試験、定量試験に使用できます。 

●注意事項、保証、保管などの詳細は製品に添付の製品取扱説明書を参照してください。 

医療用製品事業部  本社〒158-8583東京都世田谷区玉川台2-33-1

Petrifilm
Environmental Listeria Plate

この解説書は3MペトリフィルムTMリステリア環境測定用プレート（ELプレート）の判定をよりよく

理解していただくためのものです。 

詳しくは、スリーエム ヘルスケア株式会社にお問い合わせください。 

ペトリフィルムTM リステリア環境微生物測定用プレート 

例：クイックスワブを用いた方法 

2 湿らせたスワブ部を取り出し、
10cm四方をふき取ります。 1 クイックスワブの上部赤色

スナップバルブを45度まで（ま
たはパチンと音がするまで）曲げ、
バルブを絞って下部チューブにリー
ジンブロスを全て流しこみます。 

3 上部赤色スナップバルブを
45度まで（またはパチンと

音がするまで）曲げ、バルブを絞っ
て下部チューブにリージンブロス
を全て流しこみ、よく振ります。 

4 2mlの緩衝ペプトン水にふ
き取り溶液を全て加えます。 

4 2mlの緩衝ペプトン水にふ
き取り溶液を全て加えます。 

3 スワブ部をチューブに戻し、
よく振ります。 

6 培養後コロニー数を測定し
ます。（例として測定値を
100コロニーとします。） 

5 溶液を室温（20～30℃）で
1時間から1.5時間放置し、
全ての溶液をELプレートに
接種します。 

計算表  

A. 緩衝ペプトン水の量＋希釈液の量 2+1 

B. プレートに滴下した量 3 

C. A÷B 1 

D. 測定したコロニー数 100 

E. C×D 100 

F. 採取した面積 100 

G. E÷F 1CFU／cm
2
 

A 湿らせた状態でのふき取り 

2 スワブ部をチューブに戻し
ます。 1 クイックスワブのスワブ部を

取り出し、10cm四方をふき
取ります。 

6 培養後コロニー数を測定し
ます。（例として測定値を
100コロニーとします。） 

5 溶液を室温（20～30℃）で
1時間から1.5時間放置し、
全ての溶液をELプレートに
接種します。 

B 乾いた状態でのふき取り 
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定性試験：リステリア菌陽性  
 
概算試験：貴社の判断基準に従って、レベルを記録します。 
             （例：高い、中程度など）  
 
定量試験：リステリア菌のコロニー数＝11CFU  
 
写真①は典型的なリステリア菌のコロニーが出現したELプレートです。  
全ての赤紫色のコロニーをカウントします。 
ELプレートを最長の培養時間より短時間（２６時間～２９時間）で培養
した場合に、薄いピンク色や灰色のコロニーが成育している場合は、
最長の培養時間（３０時間）まで培養を続けます。  
薄いピンク色や灰色のコロニーが赤紫色に変化する場合があるからです。  
３０時間の培養後に薄いピンク色や灰色のまま変化の無かったコロニー
はリステリア菌ではありません。  
フォームダム上には選択物質が無いため、フォームダム上に成育した
コロニーは測定しないで下さい。 

定性試験：リステリア菌陰性  
 
概算試験：貴社の判断基準に従って、レベルを記録します。 
            （例：低い、合格など）  
 
定量試験：リステリア菌のコロニー数＜１CFU  
 
写真②は３０時間培養後でコロニーの無い状態です。 
検査は終了です。  
 

定性試験：リステリア菌陽性  
 
概算試験：貴社の判断基準に従って、レベルを記録します。  
 
定量試験：リステリア菌のコロニー数＝８４CFU 

1

2

3

定量試験 計算例 
ペトリフィルムTM ELプレート 
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